
STM32H747I ディスカバリ
ディスカバリキット

1.0版

こんにちは、STM32H747Iディスカバリキットのプレゼンテーショ
ンへようこそ。STM32H7デュアルコアシリーズ専用のディスカバ
リボードの主な機能をカバーします。
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概要

• 高性能STM32H747マイコンを評価
• 幅広いアプリケーションを実現

• オーディオ、マルチセンサ、グラフィックス、セキュリティ、
ビデオ、高速接続機能のメリットを提供

• さまざまなパッケージ化されたソフトウェアの例と組込み
デバッガが付属
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• 性能および多様性のために設計

• ターンキー･デモンストレーション･ファームウェア

• 独自のアプリケーションの開発

アプリケーション側の利点

STM32H747Iディスカバリーキットは、ユーザーが迅速に開始し、
アプリケーションを容易に開発するために必要なすべてのものを
提供します。

このボードは、オーディオ、マルチセンサリーサポート、グラフィッ
クス、セキュリティ、ビデオ、高速接続機能などの幅広いアプリ
ケーションを可能にします。
STM32H747I-DISCOボードには、STM32の包括的なソフトウェ
アHALライブラリと様々なパッケージソフトウェアの例が付属して
います。また、既存の例から独自のアプリケーションを開発する
のに役立つデバッガも埋め込まれます。
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STM32H7 ディスカバリ･ボード 3

USB OTG HS 

STM32H747I 
マイコン

イーサネット
コネクタ

アナログ･オーディオ入力 アナログオーディオ出力

ST LINK/V3Eカメラモ･ジュール

マイクロSDカード
ソケット

SPDIFデジタル
オーディオ出力

外部5V電源

Arduinoコネクタ

STM32H7デュアルコアシリーズ専用のSTM32H747I-DISCO
ボードです。

このボードには、電源、オーディオ、ビデオ、メモリーカードなどの
USBペリフェラル用のコネクタが豊富に用意されています。
Arduinoの接続サポートは、専用のアドオンボードを多数選択す
ることで、無制限の拡張機能を提供します。
このボードは、大きなペリフェラルセットのおかげで、STM32H7
の性能と汎用性を発揮することが可能です。
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STM32H7 ディスカバリ･ボード差し込みカード 4

STM32H747I-DISCOのボードの差し込みカード（表裏）です。
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主な機能
• STM32H747 マイクロコントローラ TFBGA240 + 25 パッケージ

• ARM® Cortex® -M7コア@ 480 MHz / 1027 DMIPS

• ARM® Cortex® -M4コア@ 240MHz / 300 DMIPS

• 2MバイトFlashメモリ + 1Mバイト RAM

• ボード機能
• 2x 512メガビット クアッドSPI、またはFlashメモリ･デバイス + 256メガビットSDRAMデバイス

• 2 ハイスピード(HS)、フルスピード(FS) USB OTGインタフェ―ス

• S/PDIFインタフェース、ST MEMSマイク

• MicroSDTMカードスロット、RJ45イーサネット･コネクタ

• 4”容量性タッチLCDディスプレイ･モジュールと、MPI® DSIインタフェース

• 外部スピーカ用オーディオ･ジャック+ステレオ･ヘッドセット･ジャック(アナログ･マイク入力を含む)

• オンボードST-LINK/V3E デバッガ/プログラマ

• ジョイスティック、リセット、 ウェイクアップ･プッシュボタン
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STM32H747Iマイクロコントローラは、最大480MHzで動作する
ARM® Cortex®-M7コアと最大240MHzで動作するARM® 
Cortex®-M4コアを搭載したデュアルコアアーキテクチャを特徴と
し、2Mバイトのフラッシュメモリと1MバイトのRAMを搭載していま
す。

ボードには、以下のような豊富なペリフェラルも含まれています。
• 2x 512メガビット クアッドSPIフラッシュメモリで大規模なデー
タ配列やプログラムコードを保存可能

• ホストマイコンを必要とせず、他のUSBデバイスとの直接接
続を可能にする高速USB On-The-Goインターフェイス

• S/PDIF インターフェイスおよび ST MEMS マイク
• MicroSDTMカードスロットとRJ45イーサネットコネクタ
• MPI® DSI インターフェイスを備えた 4 インチ静電容量式タッ
チ LCD ディスプレイモジュール

• 外部スピーカー用オーディオジャック + アナログマイク入力を
含むステレオヘッドセットジャック

• お気に入りの開発ツールを接続するための組み込みST-
LINK/V3Eデバッガ/プログラマ
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電源モード
• 5電源オプション

• ST LINK/V3E

• ST-LINK/V3E用のMicro-B USB CN2

• JP6のジャンパ設定でSTlkのいくつかの機能を提供

• USB HSコネクタ

• マイクロAB USB端子 CN1 USB OTG HSインタフェース

• 外部コネクタ

• 外部 5V 用マイクロB USB端子 CN14

• JP6ジャンパ設定でシルクスクリーンはU5V

• ARDUINOコネクタ

• CN8 Arduino コネクタからの 7-12V DC 電源

シルクスクリーンはpin8をVIN

• 外部コネクタ JP6 ジャンパはE5Vに設定

• USBチャージャ

• マイクロB USB端子 CN2はST-LINK/V3E

• JP6 ジャンパ設定でシルクスクリーンはCHgr
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JP6
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CN2
ST-LINKCN14

USB FS

CN1
USB HS

STM32H747Iディスカバリー・キットは、5V DC電源から電力を
供給するように設計されています。
次の構成のいずれかを使用可能な5 つの電源供給源がありま
す。
• ST LINK/V3EモードまたはUSB充電器モードの場合、CN2コ
ネクタを介して接続します。

• USB HS モードで CN1 コネクタを介して接続
• USB FS モードで CN14 コネクタを介して接続
• 外部からは8番ピンのARDUINOコネクタを介して接続

USBコネクタを介して最大500mAまで基板に供給することができ
ます。
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ソフトウェア デモンストレーション
• STM32H747I-DISCOボードでデュアルコアのデモが可能

• Cortex® -M7コアで動作するビデオデモとCortex® -M4コアで動作
するフラクタルデモを同時に実行

• デモンストレーション用ソースコードの最新版は
www.st.com/stm32h7-discovery で入手可能

• STM32Cubeパッケージの利用可能で包括的なフリーソフトウェア
ライブラリとサンプル

• IAR™、Keil、GCCベースのIDE（STM32CubeIDE®など）を含む幅
広い統合開発環境（IDE）をサポート

7

STM32H747Iディスカバリーキットは、Cortex® -M7コアで実行
されるビデオデモとCortex® -M4コアで実行されるフラクタルデモ
のデュアルコアデモをスタートアップ時に実行します。デモソフト
ウェアを使用するには、メニューをナビゲートするために、MPI® 
DSIインタフェースを介して接続された4インチWVGAカラーLCD
パネルを搭載したボードを拡張する必要があります。このデモソ
フトウェアは、スタンドアロンモードでデバイスペリフェラルを簡単
にデモできるように、STM32フラッシュメモリにプリロードされてい
ます。最新バージョンのデモ用ソースコードと関連ドキュメントは、
www.st.com のウェブサイト（www.st.com/stm32h7-discovery）
から入手できます。
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ボードファミリ

• 様々なユースケースをターゲットにした完全なボードファミリ
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STM32H743I-EVALSTM32H747I-DISCONUCLEO-H743ZI

STM32 Nucleoボード STM32 ディスカバリ･ボード STM32 EVALボード

対象となるアプリケーションに応じて、用途によって追加のボード
を使用できます。
STM32 Nucleoボードは、迅速かつ柔軟なプロトタイピングを可
能にします。
ディスカバリーキットは、大型LCDディスプレイにより、よりクリエ
イティブなデモをターゲットにしています。
STM32H747I-DISCOボードは、ボードの前面に接続されたLCD
ディスプレイで拡張して、よりハイエンドなグラフィカルアプリケー
ションを開発することもできます。
評価ボードは、フル機能のアプリケーションのための完全な開発
プラットフォームを目的としています。
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参照

• www.st.comをご参照ください
• オーダー情報

• 入門マニュアル、ユーザマニュアル、アプリケーションノート

• ボード回路図

• アプリケーション開発環境のサポート

• デモンストレーション・ファームウェアソース

• st.comで利用可能なビデオ
• “Getting started with STM32H747 discovery kit”
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高性能STM32H747Iディスカバリーキットの詳細については、
www.st.comを参照してください。また、YouTube チャンネルで動
画を視聴することもできます。

ありがとうございました。
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